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	１．開会（進行　総務部　齊藤部長）

　

２．委嘱状の交付

　　市長から蓮沼地区、松尾地区、山武地区、成東地区の順で出席委員に交付された。

３．市長あいさつ（椎名市長）
　皆さんこんにちは。お忙しい中お集まりをいただきましてありがとうございます。

　ただいまはお時間をいただきまして、お一人一人に辞令を交付させていただきました。地域審議会の委員という大変大きなお役目でございますことをこの場をお借りして感謝申し上げます。

　引き続いて委員をお引き受けいただく方、それから新たに今回から委員になられた方、それぞれだと思いますが、この地域審議会というのが合併に伴いましてそれぞれの地域の問題を直接私ども行政に届けていただくというお役目、それから、合併に伴いまして起こります諸問題についてご提言をいただく大きな役割があろうかと思います。

　第３期、合併後４年経ちました。これから５年目、６年目のある意味では、合併の一定の期間を経まして、多少落ち着きを、行政的には落ち着きが見えてまいりましたけれども、これから将来に向かってしっかりと引き継いでいかなければならない時期に差しかかってまいりました。

　この時期に建設計画、総合計画の中に取り組まれて、市の方向性というものが定まってまいりましたが、この総合計画の進捗状況によってご審議をいただき、あるいは合併に伴います基金を国の方からいただきましたものですから、この使い道について無駄のないように、有効に使うためのご意見もいただくというようなことが重要な課題になるというふうに思ってございます。

　　審議会のご意見をいただきまして、私どもも行政の方向性をしっかりと見直しながら進んでまいりますが、いただいたご意見が果たして本当に皆様方から見て、役立っているのかというようなお気持ちもおありになるかというふうに思います。

　合併をして、社会的な諸問題と、それから今、私ども市が抱えておりますところの日本の社会情勢の中で、特に経済的な問題でありますが、国からの交付金が最初の額面どおりにはなかなか来ていないのではないかというようなこともありますし、さらにこれから先に予想されますことは、一般的に考えまして、これだけ国が借金を背負っておりますので、十分に注意をしながら、約束どおりに来るということは、余り100％あてにしていると難しくなろうと、そういう考え方を持ちながら、慎重にやっていかなければならないというふうにも思います。

　合併に伴いましての諸問題というのは、皆様のお力で随分と解決できたとは思ってございますが、一番の問題は、この不況からなかなか抜け出せない。したがいまして、地域の活力が出てこないというあたりに一番の私ども行政として、あるいは地域として、市民としての願いがあろうというふうに思います。山武市の将来に向かっては、そういった問題をしっかりと見つめながら実効ある施策を展開していかなければならないというふうに考えてございます。

　一時期ヨーロッパでイギリス病というようなことが言われまして、それはそのまま現在の日本の日本病と言える状況に置き換えてもよろしいかというふうに思います。この日本病からどういうふうに日本全体が抜け出していくのか、日本の中央政府に任せていれば何とかなるのかというと、どうもそうではないように私は思います。

　そういった意味で、それぞれの地域が創意工夫をして、みずからできる課題についてはしっかりと取り組んでいかなければならない時代を迎えているというふうに考えてございます。

　特に、言葉の力、それから行動の力、２つあろうかと思いますが、世の中がうまくいっているとき、活力があるときというのは、行動という実践の問題というのが割合少なくて、間違った方向性を正したりすれば、世の中はどんどん進んでいくのだと。ところが、今、私どもが説明している問題というのは、むしろ言葉の力はどんどん進んでまいりましたが、実践の力が衰えてしまったというところにあろうかと思います。

　私ども地域づくり、まちづくりの中では、求められておりますことが、行政ですと機能のことでありますけれども、市民の皆様方にもこの行動面でのご活躍というのが期待をされてまいります。

　地域審議会の皆様方、これだけ優秀な方々、そうそうたるメンバーがお揃いでございますので、ご提言をいただくその言葉の力というものは私が申すまでもないことなんですけれども、山武市がこれから地域としての活力を増していくためには、市民がどのように行動レベルでもう少し高いものが出てくるのかというあたりに試されているというか、それぞれの地域の力が試されているように思います。

　そういった行動の力を行政として、市民として、あるいは行政、市民、さらに議会を含めました地域の共同体としてどのように行動の力を出していけるのか、そういった面にも目を注いでいただいて、私ども行動力が増すような地域のあり方という面につきましてもご提言をいただければありがたいというふうに思ってございます。

　私といたしましては「独立山武市」という言葉使いをいたしました。どこかに頼っていてこの難局を切り抜けることはできないという思いから、やはりみずからの力で切り開いていこうという気概を言葉に込めさせていただいての「独立山武市」という言葉使いでございます。当然ながら、国のほうからご援助いただけるものについては、しっかりと補助金、その他、私どもとしてもらえるような努力はしてまいりますが、精神的な面では、自分たちの力で難局を切り開いていこうという思いも強く持ってございます。

　市民とともに山武市を誇りある郷土にしていきたいという思いでございますので、皆様とご一緒になってこの任期２年間を力を合わせられるというふうに思います。

　皆様方のご活躍をご祈念申し上げ、行政に大いなるお力添えを賜ることをお願い申し上げまして、ごあいさつといたします。よろしくお願い申し上げます。（拍手）

４．委員・職員の紹介

　　委員の紹介が蓮沼地区、松尾地区、山武地区、成東地区の順に行われた。

　　また、総務部職員、蓮沼出張所職員、松尾出張所職員、山武出張所職員の自己紹介を行った。
５．説明

　（１）地域審議会について（企画政策課　石橋課長）

　　　　資料に基づき説明

　（２）地域審議会の諸規定について（企画政策課　小川副主幹）
　　　　資料に基づき説明
　（３）山武市の行政組織について（企画政策課　小川副主幹）
　　　　資料に基づき説明
　（４）平成22年度山武市予算について（企画係　田中主査補）

　　　　資料に基づき説明
　（５）山武市総合計画について（政策推進係　石橋係長）
　　　　資料に基づき説明

　（６）地域振興基金活用事業について（企画係　今関主任主事）
　　　　資料に基づき説明
◇質問

　蓮沼地区の秋葉と申します。

　地域審議会の中の一つで公共的団体を代表として参画させていただいているのですけれども、今回の市民活動、市民との協働のまちづくりという中での市民という考え方について、市当局、私ども従来型の団体に所属しているもの、それと同時に、今ＮＰＯ団体とか、あるいはボランティア団体と、色々ありますけれども、そういった組織の中でイベント等をしていった場合、あるいは地域の活性化とか、地域振興、あるいはここにあります新しい文化創造に資する事業といったものについての事業と、市民活動としての今回ここで取り上げられたものの市民として提案型のまちづくり事業、そういったものについて従来型の団体でやるものと、ここでいう市民というところで、我々のところに入っている組織のほうも市民に含まれるのか、含まれないのか、市の考え方を教えていただければと思います。質問として理解していただけたかどうかわからないですが、よろしくお願いいたします。

　「市民」という言葉でございますが、市民提案型まちづくりはこの中には色々な団体、それからＮＰＯの団体、こういった方々も含めて市民というふうに考えております。

　そういうことで、従来型の団体であっても、それは私どもは市民というようなことでお願いをしたいというふうに考えています。

　以上ということで、ありがとうございました。

　ほかにいらっしゃいますでしょうか。なかなか基本的なお話で、「市民」と一般に言葉で言うのですが、「市民」は何だと考えますと、なかなかきちんと答えを出しにくい点があるかと思います。

　はい、どうぞ。

　蓮沼の今関と申します。

　地域審議会で、実は私どもも様々に議論をしてまいったわけであります。行政の最高権力者である市長と親しくお話をする機会というのをいただけたらというふうに思っていたのですけれども、なかなかできませんでした。

　市長がお見えでありますので、１点だけお尋ねをさせていただきたいというふうに思います。

　松尾地区と蓮沼地区は今音がしますように、飛行機の真下にあるわけであります。今まで20万回も飛行機が飛んでいます。今度22万回の飛行機がこの上を飛ぶということになりました。

　もう数年すると、もしかしたら30万回になるかもしれないという現状であります。

　周辺交付金が今まで私どもの区では60万ぐらいいただいていたのが、少し減っているわけであります。

　周辺交付金というのは、もちろん一定の割合でと申しましょうか、利益とか、様々なもので出るので、空港会社の方から交付されるものでありましょうけれども、こういうことについては、詳しく地域審議会で議論しようかなというふうに実は思っているわけでありますけれども、ちょうど市長がお見えでありますので、今後この金額がさらに減ったりするということにある種の危惧を抱いておるものでありますので、その辺がどういうふうになっていくのか、飛行機は飛んで騒音は増えても、それが含まれないということであると、少し納得がいかないという思いが第一にあります。

　それから、いずれ30万回ということについてでありますけれども、30万回をオーケーするのは、市長である椎名市長がその任期の中であるかどうかはわかりませんけれども、四者協議の中でイエスと言えば飛べるわけです。ノーと言えば飛べないということであります。

　つまり30万回できるか否かというのは、市長がイエスと言うか、ノーと言うかによって決まる、もちろんノーということはなかなかないのでしょうけれども、そのときにはどうか相互間の人たちが十分納得できるような形のことをよく地元の人たちとご協議をいただいて、そのことをどうか念頭に入れて様々なことを行っていただきたいという、これはお願いであります。

　いずれにしても、このことは四者協議と申しましょうか、地元の首長、それと県知事、それから国交省と空港会社がそれぞれ協議をして、30万回という発着回数を決めるということであります。

　今、つけ加えてひとつ申し上げておきますと、20万回のときに実際には飛行機が暫定滑走路、Ａ滑走路、ＡとＢという滑走路があるわけですけれども、Ｂ滑走路のほうは７万回ぐらいで、Ａ滑走路4,000メートルのほうは実績が13万回ぐらいの発着回数があるわけであります。

　30万回でそれぞれに引き当てていくと15万回ずつになりますけれども、およそそれに近いぐらいの発着回数を既に松尾、蓮沼の上空では飛行機が飛んでいるという事実があるわけであります。22万回になったときに、空港会社がどうやって飛ばすか、それが30万回になったときに、15万、15万で飛ばしてくれるというようなことではなくて、そのようなバランスでいくと、片方は20万で私どもの上を20万回飛んで、Ｂ滑走路のほうへ10万回というようなことであるとすると、それはちょっと違うのではないのかなというような思いもあります。

　ですから、色々なことをきちんと精査をして、どうかそのことに当たっていただきたいというお願いであります。

　以上です。

　今関委員からのお願いという締めくくりでありましたけれども、基本的に私の成田問題についての考え方というのは、一貫して基本的に受け入れていこうという、どちらかといいますと、成田と共存共栄を図っていこうという立場で発言をさせていただいてきております。

　このことにつきまして、今、十分地元との考え方を精査をしてからというお話がございましたが、それを十分これからもそのように、皆様方のご意見を拝聴しながらやってまいりたいというふうに思います。

　ただ、基本的には、今までのように迷惑施設であるので、地元でそれに見返りをという考え方を最前線に出してこの問題を解決するというところには今ないという理解をいたしております。

　その場合に、成田の国際空港としての地位というのは恐らく保てないのであろうということで、羽田との競合も間違いなく競合という関係に入りましたので、成田のポテンシャルにつきましては、可能性という意味で高めておかなければならないという問題に直面しているというふうに思っておりますので、そういった面で発言としては積極的な発言をさせていただいておりますが、一方で皆様方に騒音という問題でご迷惑をおかけしている問題でございますので、首長としてその問題についてはしっかりと皆様方とご意見をお聞きしながら、意見をいただきながら、この問題について当たっていきたいというふうに考えてございますので、基本的にはそういう考えでございます。

　それでは、時間も過ぎてまいりました。またご質問のある方もいらっしゃるかもしれませんが、各地区の審議会の場を設けてございますので、またそちらのほうで議論あるいは質問等を出していただければと存じます。

　これをもちまして、前半の部を終了とさせていただきます。

（拍手）


